
令和７年度 第３回大野市国民健康保険運営協議会 会議録 

 

                  と き：令和８年２月１９日（木）午後２時～３時 

ところ：結とぴあ ２０１・２０２号室 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．会議録署名委員の選任 

－公益を代表する委員と保険医又は保険薬剤を代表する委員－ 

 

６.議題  

（１）令和８年度大野市国民健康保険事業特別会計予算（案）について 資料１～２ 

 【事務局説明】 

 

  委 員 ：保険給付費の出産育児一時金は何人を予定しているのか 

  事務局 ：８名を計上している 令和 7年度は１０名で給付実績が２件である 

 

  委 員 ：第三者納付金について、以前は回収が難しいものがあったが、今もあるのか 

  事務局 ：現在は国保連を通し回収しているので、難しい案件はない 

 

  委 員 ：高額療養費は一回のみ利用が多いのか、毎年使われている人が多いのか 

  事務局 ：一回のみ利用か多数利用しているのかというのは現在把握していないが、毎月、国保連

合会を通じて支払う現物支給が約２００件、市から支払う現金支給も約２００件あり、

１ケ月２千万円程度支給している 

        

― 全員一致で承認 ― 

 

（２）令和８年度和泉診療所事業特別会計予算（案）について 資料３ 

 【事務局説明】 

 

委 員 ：市債の利息、返済期間は決まっているのか 

事務局 ：医療備品となるもので、おそらく返済は４．５年かと思われる 

委 員 ：市の借金は議会で承認されるのか 

事務局 ：市債については、議会に予算案の議案で提出している 

 

― 全員一致で承認 ― 

 

（３）令和８年度大野市後発医薬品（ジェネリック医薬品）使用促進計画（案）について 資料４ 

 【事務局説明】 

 

  委 員 ：後発医薬品について、85％使用していることは、頑張っていると思う 

       引き続き使用頻度を上げていくことも必要だが、効能効果の取れていない医薬品もあり、



ジェネリック医薬品の供給体制が追いつかないこともある 

       目標値掲げることも大切だが、残薬調整の見直しも併せて必要かと思う 

       これにより、支出が改善されると思う 

  事務局 ：残薬調整についても周知させていただく 

   

― 全員一致で承認 ― 

 

７．その他  

（１）報告事項 

国民健康保険制度の動向について 資料５ 

 【事務局説明】 

 

― 質疑応答無し ― 

 


